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衆
議
院
議
員
木
村
太
郎
君
提
出
年
金
・
医
療
・
税
制
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
三
に
つ
い
て

平
成
二
十
一
年
七
月
に
発
表
さ
れ
た
民
主
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
お
い
て
は
、
消
費
税
を
財
源
と
す
る
「
最
低
保
障
年
金
」

を
創
設
し
、
全
て
の
人
が
七
万
円
以
上
の
年
金
を
受
け
取
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
政
府
と
し
て

は
、
本
年
六
月
二
十
九
日
に
内
閣
総
理
大
臣
を
議
長
と
す
る
新
年
金
制
度
に
関
す
る
検
討
会
で
取
り
ま
と
め
た
「
新
た
な
年

金
制
度
の
基
本
的
考
え
方
に
つ
い
て
（
中
間
ま
と
め
）
」
に
お
い
て
、
新
た
な
年
金
制
度
の
基
本
原
則
と
し
て
、
「
最
低
限

の
年
金
額
の
保
障
が
あ
る
こ
と
」
等
を
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

最
低
保
障
の
在
り
方
を
含
め
、
新
た
な
年
金
制
度
の
具
体
的
な
制
度
設
計
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
党
派
を
超
え
た
議
論
を

行
い
、
国
民
的
な
合
意
形
成
を
図
る
中
で
検
討
を
進
め
、
平
成
二
十
五
年
に
関
係
法
案
を
提
出
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
ま
い

り
た
い
。

二
に
つ
い
て

社
会
保
障
の
財
源
に
つ
い
て
は
、
内
閣
総
理
大
臣
を
本
部
長
と
す
る
政
府
・
与
党
社
会
保
障
改
革
検
討
本
部
に
お
け
る
議

論
等
も
踏
ま
え
、
今
後
、
社
会
保
障
改
革
の
全
体
像
と
一
体
的
に
検
討
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

一



四
に
つ
い
て

税
制
の
抜
本
的
な
改
革
に
つ
い
て
は
、
「
平
成
二
十
二
年
度
税
制
改
正
大
綱
」
（
平
成
二
十
一
年
十
二
月
二
十
二
日
閣
議

決
定
）
等
に
沿
っ
て
、
税
制
調
査
会
等
に
お
い
て
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
改
革
案
の
具
体
的
な
決
定
時
期

は
、
現
時
点
で
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。

五
に
つ
い
て

所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
十
三
号
）
附
則
第
百
四
条
に
は
、
税
制
の
抜
本
的
な
改

革
に
つ
い
て
の
検
討
に
関
す
る
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

六
に
つ
い
て

第
百
七
十
六
回
国
会
で
後
藤
田
正
純
衆
議
院
議
員
外
四
名
が
発
議
し
た
「
国
等
の
責
任
あ
る
財
政
運
営
を
確
保
す
る
た
め

の
財
政
の
健
全
化
の
推
進
に
関
す
る
法
律
案
」
と
政
府
が
策
定
し
た
「
財
政
運
営
戦
略
」
（
平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
二
日

閣
議
決
定
）
は
、
財
政
健
全
化
を
進
め
財
政
に
対
す
る
内
外
の
信
認
を
確
保
す
る
と
の
問
題
意
識
を
共
有
し
て
お
り
、
財
政

健
全
化
目
標
等
そ
の
主
要
な
内
容
に
お
い
て
も
共
通
し
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

二


